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１．はじめに 

ノートテイキングは聴覚障害学生のための支

援業務である。しかし、ノートテイキングは「速

く、正確に、読みやすく」という原則を持っている

ため、教員が話した言葉は分かるが、授業の雰囲

気や教員の口調は伝わらない。「授業の雰囲

気」は、教室内の物音、教員の口調や動作、学

生・教員の視線によっても大きく変化する。そ

れらによって何一つ音のしない緊張感が発生し

たり、笑いが起こったり、和やかな授業になっ

たりする。もし、これらの情報が伝えられれ

ば、聴覚障害者が授業の雰囲気を感じ取り、教

員の熱意を理解し、授業に参加する意欲の向上

や講義の要点を理解しやすくなると思われる。

我々はここに注目し、話者の声の調子を伝える

ために臨場感フォントを作り出した [1]-[3]。 

本研究は「授業の雰囲気」を伝えるためのシ

ステムを構築することである。我々は臨場感フ

ォント以外にもマンガの表現技法である吹き出

しや漫符、オノマトペ（擬音語）を用いること

で、教室の臨場感や教員の熱意などの非言語情

報を視覚化することを試みた[4]。昨年の発表で

はシステムの全体像を提示したが、今年は構築

されたシステムについて、より具体的に述べ

る。 

 

２．マンガの表現技法について 

日本のマンガは様々な特徴を持っている。例

えば、会話中のキャラクタの感情や場の雰囲気

を視覚化する多くのテクニックがある[5]。ここ

ではそのテクニックのうち、文字の大小や文字

変化、吹き出しやマンガで用いられている記号

（漫符）、手書きやオノマトペを用いた（図 1

参照）。これらの技法は、教員の感情や教室の

雰囲気を聴覚障害者に伝えるのに有効であると

考える。 

 

 

 

 

３．システムの構築 

本研究では、聴覚障害者に教室の雰囲気を伝

えるシステムを構築した。システムは、3つのシ

ステム（吹き出し・漫符システム、臨場感フォ

ントシステム、オノマトペシステム）から成り

立っており、教員音声や教室音の認識にはオー

プンソースの音声認識エンジンJulius-4.2.1を

用いた。 

 

3.1 音声データベースの構築 
音声データを解析し、特定のパターンに反応

するように音声データベースを構築する（図 2
参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 マンガの視覚表現 
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図 2 音声認識後のシステムの処理の流れ 
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パラメータは声の大きさ・声の高さ・声の速
度・間合いの 4 基準を想定する。ただし、この
うち声の速度は音声認識を施して得られた音素
の数で定義するため、本研究では省略した。 
感情の特徴抽出には、教員の口調を表現する

ため、3種類（平常、喜び、怒り）とした。 
 

3.2 吹き出し・漫符生成システム 
音声データは、感情音声データベースと比較

する。3 つのパラメータ（声の大きさ・声の高
さ・間合い）間のユークリッド距離を定義し、
音声データがこの距離で定義される空間上で最
も近い感情音声の持つ主観評価と等しいとする
（最近傍決定則、1-NN 法）[6]。評価された値を
感情に合わせた吹き出しと漫符に合わせ、臨場
感フォントの背景画像として対応させる。（図 3
参照） 
 
 
 
 
 

 

3.3 臨場感フォント生成システム 
図２で示すように、Julius の認識出力結果よ

り文字の大きさ、間隔、フォントなどを決定し、
臨場感フォントを生成する[4]。 

 

3.4 オノマトペ生成システム 
教室内の環境音からオノマトペを抽出し、表

示した。処理としては、音声信号を 1024 点ずつ
処理し、20 の帯域に分けて、平均と分散によっ
て判別した結果を表示している。 

 

3.5 出力結果 
全体の出力結果を図４に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

本研究では、聴覚障害学生のために教員の講

義内容のテキスト情報だけでなく、非言語情報

を視覚化することで「教員の口調」と「授業の

雰囲気」を生成するシステムを構築した。 

システムにおいて、表示のタイミングや文字

の加工方法・配置、見易さ、パラメータの調整

も今後の課題である。 
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図 3 吹き出し・漫符の例 

図 4 左右にオノマトペを配置 
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